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   第 ２ 回   熊本県議会  建設常任委員会会議記録 

 

令和４年４月27日(水曜日) 

            午後１時58分開議 

            午後２時51分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

令和４年度主要事業等説明 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(７人) 

        委 員 長 楠 本 千 秋 

        副委員長 西 村 尚 武 

        委  員 井 手 順 雄 

        委  員 坂 田 孝 志 

        委  員 田 代 国 広 

 委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 本 田 雄 三 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 土木部 

部 長 亀 崎 直 隆 

       総括審議員 

      兼政策審議監 浦 田 隆 治 

総括審議員  

兼河川港湾局長 里 村 真 吾 

       道路都市局長 宮 島 哲 哉 

       建築住宅局長 小路永      守 

         監理課長 森 山 哲 也 

       用地対策課長 林 田 孝 二 

     土木技術管理課長 伊 東   貢 

       道路整備課長 森        裕 

       首席審議員 

     兼道路保全課長  緒 方   誠 

       都市計画課長 山 内 桂 王 

   下水環境課課長補佐 最 上 有 希 

         河川課長  仲 田 裕一郎 

         港湾課長  倉 光 宏 一 

         砂防課長 松 田 龍 朋 

           建築課長 上 野 美恵子 

           営繕課長 折 田  義 浩 

           住宅課長 今 福 裕 一 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 松 本 淳 一 

     政務調査課主幹 西 村 哲 治 

――――――――――――――― 

  午後１時58分開議 

○楠本千秋委員長 それでは、ただいまから

第２回建設常任委員会を開会いたします。 

 開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上

げます。 

 今年度、建設常任委員長を務めます楠本で

す。よろしくお願いします。 

 今後１年間、西村副委員長と共に、誠心誠

意、円滑な委員会運営に努めてまいりますの

で、委員各位におかれましては、御指導、御

鞭撻をよろしくお願いいたします。 

 また、土木部長はじめ執行部の皆さんにお

かれましては、御協力のほどよろしくお願い

申し上げます。 

 簡単ではありますが、御挨拶といたしま

す。 

 それでは、西村副委員長からも御挨拶をお

願いします。 

 

○西村尚武副委員長 続きまして、一言御挨

拶申し上げます。 

 今年度、建設常任副委員長を仰せつかりま

した西村でございます。 

 今後１年間、楠本委員長を補佐し、円滑な

委員会運営に精いっぱい努めてまいりますの

で、委員各位並びに執行部の皆様の御協力の
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ほどよろしくお願い申し上げます。 

 簡単ではございますが、御挨拶とさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

 

○楠本千秋委員長 それでは、始める前に、

ちょっと蒸し暑いこともありますので、必要

な方は上着を取られて構いませんので、よろ

しくお願いいたします。 

 次に、本日の委員会は、今年度、土木部の

全課を交えての初めての委員会でありますの

で、初めに執行部幹部職員の自己紹介をお願

いします。 

 自己紹介は、課長以上について自席からお

願いします。 

 それでは、亀崎土木部長からお願いいたし

ます。 

  （土木部長、総括審議員～住宅課長の順

に自己紹介） 

○楠本千秋委員長 今年度、このメンバーで

審議を行いますので、よろしくお願いしま

す。 

 それでは、主要事業の説明に入りますが、

質疑については、執行部の説明を求めた後に

一括して受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るため、着座のまま簡潔にお願いします。 

 また、本日の委員会は、インターネット中

継を行っておりますので、委員並びに執行部

におかれましては、発言内容が聞き取りやす

いように、マイクに向かって明瞭に発言いた

だきますようお願いします。 

 まず、土木部長から総括説明を行い、続い

て、担当課長から資料に従い説明をお願いし

ます。 

 初めに、亀崎土木部長、お願いします。 

 

○亀崎土木部長 それでは、今回、本年度の

主要新規事業の説明に先立ちまして、最近の

土木部行政の動向について御説明申し上げま

す。 

 令和２年７月豪雨災害からの創造的復興に

係る体制強化といたしまして、本年度の組織

改正において、球磨地域振興局土木部内に人

吉市及び球磨村の復興のまちづくりを支援す

る組織を拡充いたしました。 

 幹線道路ネットワークの整備につきまして

は、中九州横断道路の大津熊本道路、大津西

から合志間及び九州中央自動車道の矢部清和

道路が本年度に新規事業化されました。 

 この両路線は、九州の横軸として、命の

道、経済の道、地方創生の道となる重要な路

線であり、県といたしましても、引き続き、

早期整備に向け、しっかりと取り組んでまい

ります。 

 次に、土木部における令和４年度当初予算

の概要について御説明いたします。 

 一般会計の予算額は、956億9,300万円余を

計上しており、対前年度比96.2％となりま

す。 

 特別会計等は、港湾整備事業特別会計、臨

海工業用地造成事業特別会計及び流域下水道

事業会計の３つの特別会計等合計で76億700

万円余を計上しており、対前年度比86％とな

ります。 

 一般会計及び特別会計等を合わせました予

算額は、1,033億100万円余であり、対前年度

比は、95.3％となります。 

 次に、歳出予算の主な内容については、新

しいくまもと創造に向けた基本方針の取組の

方向性に沿って御説明いたします。 

 第１に、令和２年７月豪雨からの創造的復

興についてです。 

 まず、公共土木施設の災害復旧について

は、一日でも早く復旧が完了するよう、引き

続き全力で取り組んでまいります。 

 また、球磨川流域については、河川整備計

画の策定を迅速かつ丁寧に進めるとともに、

国や市町村と連携し、宅地かさ上げ等の治水

対策の推進により、住まいの再建を加速化し

てまいります。 
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 今後も、被災地域の復旧、復興に向け、被

災者に寄り添いながら、スピード感を持って

取り組んでまいります。 

 次に、九州の縦軸、横軸の多重性の確保に

向けて、平常時のみならず、災害時であって

も安定的に人や物の流れを確保する幹線道路

ネットワークの整備を着実に進めてまいりま

す。 

 特に、熊本天草幹線道路の本渡道路におき

ましては、本年度内の開通に向けまして、橋

梁工事等に全力で取り組んでまいります。 

 第２に、熊本地震からの創造的復興につい

てです。 

 益城町の復興まちづくりとして取り組んで

いる土地区画整理事業につきましては、これ

までに約７割の仮換地指定が完了し、順次宅

地造成工事を進めております。これまでに工

事が完了した88画地は、権利者へ引渡しを終

えております。 

 また、県道熊本高森線の４車線化につきま

しても、用地買収が約９割となり、令和５年

度末の部分供用開始に向け、着実に工事を進

めております。 

 今後も、被災者の一日も早い生活再建に向

け、益城町とも連携しながら、引き続き事業

に取り組んでまいります。 

 第３に、将来に向けた地域創生の取組につ

いてです。 

 建設産業は、インフラの整備はもとより、

災害への対応など、地域の守り手として重要

な役割を担っております。 

 地域の建設産業が今後も持続できるよう

に、高等学校や建設業界と連携した学生や保

護者に対する建設産業の理解促進や若手技術

者の資格取得への支援など、人材確保、育成

に引き続き取り組んでまいります。 

 次に、魅力ある地域づくりとして、熊本都

市圏で慢性化している交通渋滞の解消を図る

ため、新たな高規格道路３路線の早期実現に

向け、国や熊本市と連携し、取り組んでまい

ります。また、公共交通と自動車交通の最適

な組合せによる交通政策についても、引き続

き、国や熊本市との役割分担の下、持続的に

取り組んでまいります。 

 以上が、新しいくまもと創造に向けた基本

方針に基づいた主な施策でございます。 

 なお、主要新規事業につきましては、各課

長から説明申し上げます。 

 今後とも、創造的復興、国土強靱化等の事

業推進に着実に取り組んでまいりますので、

委員各位の御支援と御協力をよろしくお願い

いたします。 

 

○楠本千秋委員長 引き続き、担当課長から

説明をお願いします。 

 

○森山監理課長 監理課でございます。 

 本日は、説明資料としまして、令和４年度

主要事業及び新規事業説明資料を準備してお

ります。また、令和４年度公共事業等費用負

担調書につきましては、参考としてお配りし

ておりますので、後ほど御覧いただければと

思います。 

 それでは、お手元の令和４年度主要事業及

び新規事業説明資料をお願いします。 

 資料の１ページから６ページまでは、令和

４年度の土木部役付職員名簿でございます。 

 ８ページをお願いします。 

 土木部関係組織図でございます。 

 右上表のとおり、本庁は、３局13課１課内

室50班、出先機関は、広域本部、地域振興局

に11の土木部及び益城復興事務所で46課62

班、他事務所は、ダム管理所、港管理事務所

が７機関４課でございます。 

 ９ページをお願いします。 

 広域本部関係組織図でございます。 

 本年度の組織改正として、左下の球磨地域

振興局土木部にまちづくり用地課及びまちづ

くり工務課を新設しております。これは、令

和２年７月豪雨災害からの創造的復興に係る
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体制整備として、人吉市及び球磨村の復興ま

ちづくりを支援するため、組織を拡充したも

のです。 

 10ページをお願いします。 

 令和４年度当初予算資料でございます。 

 上の表１段目、当初予算額は、表左から、

一般会計の普通建設事業のうち、補助事業 

402億9,900万円余、県単事業213億3,100万円

余、直轄事業146億8,700万円余、災害復旧事

業のうち、補助事業89億2,500万円余、県単

事業５億3,900万円、消費的経費99億1,100万

円余、特別会計等76億700万円余を計上して

おります。 

  土木部の当初予算額合計は、右側合計欄の

とおり、1,033億100万円余となります。 

  各課別の内訳につきましては、下の表のと

おりです。 

  11ページをお願いします。 

  令和４年度当初予算総括表でございます。 

 一般会計及び特別会計等ごとに、各課の予

算額とともに、右側に財源内訳を記載してお

ります。 

 表右側、当初予算額の財源内訳の最下段を

お願いします。 

 国支出金275億3,300万円余、地方債435億

2,700万円余、その他120億900万円余、一般

財源202億3,100万円余となっております。 

 以上が土木部の令和４年度当初予算の状況

です。 

 次に、12ページをお願いします。 

 ここからは、主要事業及び新規事業となり

ます。 

 まず、監理課分について説明させていただ

きます。 

 建設産業新３Ｋ推進プロジェクト事業で 

6,000万円余を計上しています。 

  事業概要欄をお願いします。 

  本事業は、地域の安全、安心を支える建設

産業の担い手確保のため、技術者等の育成、

定着に取り組むとともに、建設産業の３Ｋを

新３Ｋ、給与、休暇、希望に転換するため

に、各種施策を実施するものです。 

 (1)「建設産業の力」発信事業は、高等学

校や建設業界と連携し、学生を対象とした工

事現場見学、現場実習などの体験型授業、児

童生徒に加え、教職員や保護者をターゲット

に、建設関連産業全体に関する理解を促進す

る広報などに要する経費です。 

 (2)建設産業働き方改革・人材育成支援事

業は、働き方改革や人材の確保、育成に積極

的に取り組む建設企業や建設関係の資格取得

に取り組む高等学校への支援に要する経費で

す。 

 (3)建設産業若手人材確保緊急対策事業

は、県内建設企業が、高校３年生を主なター

ゲットに、ウェブなども活用して自社の実態

や魅力などを伝え、若手人材の県内就職を促

すために要する経費です。 

 いずれも、建設業関連団体や教育機関、県

庁内関係課と連携し、新型コロナ感染症の感

染防止に十分配慮しながら、しっかりと取り

組んでまいります。 

 監理課の説明は以上です。よろしくお願い

いたします。 

 

○林田用地対策課長 用地対策課でございま

す。 

 資料の13ページをお願いします。 

 用地対策課の主要事業について説明しま

す。 

 用地ストックの確保ですが、予算額は、１

億2,100万円余でございます。 

 用地ストックの確保については、これまで

も継続的に取り組んでいるところですが、創

造的復興や国土強靱化等の事業を一日も早く

進めるためには、用地ストックのさらなる確

保が必要となっています。 

 事業概要欄を御覧ください。 

 (1)の用地取得の着実な進捗を図るため、

用地取得マネジメントの実施や用地交渉等の
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民間委託の推進などに取り組むとともに、

(2)の用地課職員の活動を支援するため、各

種用地職員研修やマニュアル等の充実による

人材育成などに取り組み、事業効果の早期発

現に向けて、用地ストックの確保を図ること

としています。 

 用地対策課は以上でございます。 

 

○伊東土木技術管理課長 土木技術管理課で

ございます。 

 14ページをお願いいたします。 

 ＣＡＬＳ／ＥＣ事業として、１億1,200万

円余を計上しています。 

  右側の事業概要欄を御覧ください。 

 本事業は、公共事業の入札から施工、検

査、支払いまでの円滑な進捗管理及び各事業

で成果納品された図面、地図や写真等の各種

の電子化情報を関係者間や事業間で情報通信

ネットワークを利用して、効率的に交換、共

有、連携する環境をつくることにより、高度

情報化社会に応じた一連の業務プロセスの改

善を図るものです。 

 まず、(1)施設管理データベースシステム

は、土木部各課が管理している工事図面、地

質データや各種維持管理台帳等の情報を一元

的に管理し、情報通信ネットワークを利用し

て、建設関係企業や県民との情報共有、国交

省との連鎖、連携を推進していくためのシス

テム構築に係る経費です。 

 次に、(2)工事進行管理システムは、調

査、測量、設計や工事の入札から竣工までの

事務手続を効率化するサポートシステムであ

り、その改善や維持管理に要する経費です。 

 最後に、(3)電子納品・保管管理システム

は、工事などの完成時に納品される電子デー

タ成果品を効率的に保管、管理するサポート

システムであり、その改善や維持管理に要す

る経費です。 

 土木技術管理課からは以上でございます。

よろしくお願いします。 

 

○森道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 資料の15ページをお願いいたします。 

 １段目の道路改築事業ですが、54億7,800

万円を計上しております。 

 これは、国庫補助事業により高規格道路の

整備を行うもので、熊本天草幹線道路の国道

324号本渡道路及び国道266号大矢野道路の整

備を行うものです。 

 次に、２段目の地域道路改築事業ですが、

66億6,400万円余を計上しております。 

これは、国道、県道の現道の拡幅や線形改

良またはバイパスなどの整備を行う事業で、

国道325号ほか17か所及び県道新八代停車場

線ほか84か所を行うものです。 

  次に、３段目の道路計画調査ですが、   

4,300万円余を計上しております。 

これは、高規格道路整備に向けて検討すべ

き路線、区間に関する調査費で、熊本天草幹

線道路ほか２か所を行うものです。 

  次に、４段目の単県道路改築事業ですが、

９億2,600万円余を計上しております。 

これは、県道の小規模な整備を行う事業

で、都呂々宮地岳線ほか66か所の整備を行う

ものです。 

 最後に、橋りょう補修事業ですが、24億 

4,000万円余を計上しております。 

これは、老朽化した橋梁の補修などを行う

事業で、通常分の道路施設保全改築費(橋り

ょう補修分)として、県道水俣田浦線、栄橋

ほか21か所、単県橋りょう補修費として、国

道221号、新大谷橋ほか47か所の補修、補強

等を行うものです。 

  また、熊本地震関連として、国道218号、

上司尾橋ほか１か所の耐震補強を行うもので

す。 

 道路整備課は以上です。よろしくお願いい

たします。 
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○緒方道路保全課長 道路保全課でございま

す。 

 資料の16ページをお願いいたします。 

 まず、１段目の道路災害防除事業でござい

ますが、令和４年度の予算額は、７月豪雨分

も含めて16億7,300万円余となっておりま

す。 

 事業概要欄を御覧ください。 

 これは、落石、斜面崩壊等の自然災害の発

生のおそれのある道路危険箇所において、防

災対策を実施するものです。 

  (1)の道路施設保全改築費(道路災害防除)

は、国庫補助事業、(2)の単県道路災害防除

費は、単県事業により実施します。 

 (3)の７月豪雨対応分の単県道路災害防除

費は、災害復旧事業の対象とならない道路の

防災対策を実施するものです。 

 ２段目の交通安全施設等整備事業でござい

ますが、34億5,700万円余の予算となってお

ります。 

  事業概要欄を御覧ください。 

  これは、道路利用者が安全で快適に利用で

きる道路空間の構築を目標に、歩道整備及び

防護柵等の交通安全対策を実施するもので

す。 

  (1)の道路施設保全改築費(交通安全)は、

国庫補助事業によるもの、(2)の単県交通安

全施設等整備事業費は、国庫補助の対象とな

らない老朽化した防護柵等の補修を実施する

もの、(3)の通学路等の安全対策事業は、令

和３年６月の千葉県八街市の事故を受け、学

校、ＰＴＡ、県警等との合同点検を実施し、

カラー舗装等の安全対策を実施するもの、

(4)の未就学児等交通安全緊急対策事業は、

国庫補助事業により、未就学児等の集団移動

経路となっている歩道の整備を実施するもの

です。 

 17ページを御覧ください。 

 １段目の道路施設修繕事業でございます

が、87億3,600万円余の予算となっておりま

す。 

  事業概要欄を御覧ください。 

 これは、道路施設の補修や更新を計画的に

実施し、道路機能の確保と沿道環境の保全、

再生を図るものです。 

  道路保全課は以上でございます。 

 

○山内都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 資料の18ページをお願いいたします。 

 まず、１段目の景観整備推進費ですが、予

算額は、2,800万円余でございます。 

これは、良好な景観形成を図るため、景観

法や景観条例等に基づき、景観指導や県民の

緑化、景観形成活動の支援等を行うものでご

ざいます。 

  次に、２段目の都市交通調査費でございま

すが、予算額は、１億5,600万円余でござい

ます。 

これは、熊本都市圏における将来の総合的

な都市交通計画を策定するための調査検討を

行うものです。 

  次に、３段目の都市計画調査費でございま

すが、予算額は、4,400万円余でございま

す。 これは、都市計画の決定、変更に向け

た調査等を行うものです。 

  次に、４段目の土地区画整理事業費です

が、予算額は、11億9,000万円でございま

す。 これは、熊本都市圏東部地区の復興に

向けた益城中央被災市街地復興土地区画の整

備を行うものでございます。 

  次に、５段目の街路整備事業費でございま

すが、予算額は、20億9,700万円余でござい

ます。 

南部幹線などの都市計画道路の整備を行う

もの、また、熊本地震関連といたしまして、

熊本都市圏東部地域の復興に向けた益城中央

線の整備、いわゆる県道熊本高森線を４車線

化するものでございます。 

 最後に、最下段の都市公園整備事業費でご
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ざいますが、予算額は、\\４億6,500万円余

でございます。 

これは、熊本県民総合運動公園等の都市公

園におきます施設整備や老朽化施設の改修を

行うものでございます。 

  都市計画課は以上です。よろしくお願いい

たします。 

 

○最上下水環境課課長補佐 下水環境課でご

ざいます。 

 下水環境課は、一般会計と流域下水道事業

会計に分かれておりますので、まず、一般会

計について、主なものを御説明いたします。 

 資料の20ページをお願いいたします。 

 １段目の熊本県生活排水処理構想策定事業

ですが、2,000万円を計上しております。 

 これは、下水道整備に関する総合的な基本

計画である流域別下水道整備総合計画を改定

するための費用でございます。 

  次に、２段目の生活排水対策総合促進事業

ですが、90万円余を計上しております。 

これは、昨年度策定しましたくまもと生活

排水処理構想を推進するための広報資料の作

成等に要する費用でございます。 

 次に、３段目の浄化槽整備事業ですが、１

億5,600万円余を計上しております。 

これは、主に浄化槽の設置者に補助を行う

市町村に助成を行うもので、熊本地震や令和

２年７月豪雨関連分を含んでおります。 

 資料の21ページをお願いいたします。 

 １段目の農業集落排水施設整備事業と２段

目の漁業集落排水施設整備事業ですが、それ

ぞれ１億9,000万円余と2,300万円余を計上し

ております。 

これは、農村や漁業集落の生活環境の改善

を図ることを目的に、市町村が排水処理施設

等の整備を行うものでございます。 

  次に、流域下水道事業会計について御説明

いたします。 

  本県では、熊本北部、球磨川上流、八代北

部の３つの流域下水道を運営管理しておりま

すが、いずれも令和２年度から公営企業会計

を適用しております。 

 ３段目の流域下水道建設事業ですが、７億

2,700万円余を計上しております。 

これは、八代北部流域下水道の設備老朽化

による改築更新費用などでございます。 

  次に、４段目の流域下水道維持管理事業で

すが、31億8,200万円余を計上しておりま

す。 

これは、指定管理者の委託料など、施設を

適正に管理するための費用でございます。 

 下水環境課からは以上でございます。 

 

○仲田河川課長 河川課でございます。 

 資料の22ページをお願いいたします。 

 まず、１段目の河川事業で25億1,400万円

余を計上しております。 

これは、事業概要欄のとおり、流域のあら

ゆる関係者の協働の下、河川管理者が実施す

る対策として、堤防、遊水地整備などのハー

ド対策や河川管理施設の延命化措置を行うも

ので、潤川ほか13か所で実施します。 

  次に、２段目の海岸事業ですが、３億  

5,900万円余を計上しております。 

これは、高潮や波浪等による被害からの海

岸後背地を守るため、堤防、護岸などの海岸

保全施設の整備及び老朽化した施設の機能回

復、強化を行うもので、新開海岸ほか９か所

で実施いたします。 

 次に、３段目の堰堤改良事業で３億6,400

万円余を計上しております。 

これは、ダム及びダム管理施設等の機能を

回復または向上させ、故障等の障害発生リス

クを軽減するために、大規模な改良、更新を

行うもので、亀川ダムほか４ダムで実施いた

します。 

  23ページをお願いいたします。 

  単県河川海岸事業で81億4,200万円余を計

上しております。 
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これは、流域治水の理念の下、堤防整備や

宅地かさ上げなどのハード対策として、１番

目の単県河川改良費において、満願寺川ほか

39か所の河川改修や油谷川ほか９か所の宅地

かさ上げを実施するとともに、水害リスク情

報充実のための河川監視カメラ等のソフト対

策について、一体に取り組み、被害の最小化

を図るものです。 

 また、既存の河川管理施設や海岸保全施設

の延命化を図るための補修、修繕を行いま

す。 

 ４番目の単県河川掘削事業費において、河

川の流下能力を確保するための土砂の掘削を

川辺川ほか86か所で行うなど、河川及び海岸

の良好な維持管理を実施いたします。 

 河川課は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

○倉光港湾課長 港湾課でございます。 

 資料24ページをお願いいたします。 

 １段目です。 

国庫補助の港湾改修事業として、９億    

9,300万円余を計上しております。 

これは、熊本港ほか10港において港湾施設

の改良等を行うものでございます。 

  次に、２段目は、県単独の港湾改修事業と

して、16億8,300万円余を計上しておりま

す。  

これは、国交省の採択とならない港湾施設

の改良やしゅんせつ等を行うものでございま

す。 

  次に、３段目の港湾調査費として、１億   

1,700万円を計上しております。 

これは、三角港ほか４港において、事業を

円滑に行うための調査等を行うものでござい

ます。 

 次に、最下段の港湾施設保安対策事業費と

して、6,000万円余を計上しております。 

これは、八代港、三角港、熊本港における

国際港湾施設の保安対策を行うものでござい

ます。 

 25ページをお願いいたします。 

 １段目の海岸高潮対策事業費として、１億  

3,500万円余を計上しております。 

これは、田浦港海岸ほか３海岸において、

津波、高潮発生時における既存の海岸保全施

設の防災機能を確保するための改修等を行う

ものでございます。 

 次に、２段目の空港管理費として、３億     

8,700万円を計上しております。 

これは、天草空港の管理運営及び整備、修

繕を行うものでございます。 

  次に、３段目の港湾整備事業特別会計にお

ける施設管理費として、７億5,200万円余を

計上しております。 

これは、県管理港湾の管理運営及び修繕を

行うものでございます。 

  次に、４段目の県管理港湾施設整備事業費

として、２億4,000万円を計上しておりま

す。 

これは、八代港、熊本港のコンテナターミ

ナル施設の整備及び調査等を実施するもので

ございます。 

 26ページをお願いいたします。 

 １段目の臨海工業用地造成事業特別会計に

おける八代港臨海工業用地造成事業費とし

て、6,000万円余を計上しております。 

これは、八代港臨海工業用地の臨港道路の

補修及び臨港用地の管理を行うものでござい

ます。 

 最後に、最下段の熊本港臨海工業用地造成

事業費として、1,100万円余を計上しており

ます。 

これは、熊本港臨海用地の管理を行うもの

でございます。 

 港湾課は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

○松田砂防課長 砂防課でございます。 

 資料28ページをお願いします。 
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 まず、１段目の砂防事業でございますが、

79億800万円余を計上しております。 

これは、砂防指定地内の渓流において土砂

災害を未然に防止するため、砂防堰堤工や流

路工などを整備するものでございます。 

 主なものとして、通常砂防事業で山鹿市の

久原川１ほか８か所を、火山砂防事業で阿蘇

市の滑川ほか16か所を予定しております。 

 また、熊本地震関連といたしまして、火山

砂防事業で大津町の外牧川ほか２か所を、令

和２年７月豪雨関連といたしまして、災害関

連緊急砂防事業で球磨村の川内川ほか15か所

を、砂防激甚災害対策特別緊急事業で球磨村

の川内川ほか９か所を予定しております。 

 次に、２段目の地すべり対策事業でござい

ますが、２億6,200万円余を計上しておりま

す。 

これは、地滑りによる被害を防止、軽減す

るため、地下水排除工などを整備するもので

す。 

 主なものとして、地すべり対策事業で益城

町の川内田地区ほか１か所を、熊本地震関連

といたしまして、地すべり対策事業で山都町

の白谷地区を予定しております。 

 29ページをお願いします。 

 上から１段目の急傾斜地崩壊対策事業でご

ざいますが、21億1,200万円余を計上してお

ります。 

これは、崖崩れなどによる急傾斜地の崩壊

を防止するため、擁壁工やのり面保護工など

を整備するものでございます。 

  主なものとして、急傾斜地崩壊対策事業で

人吉市の井ノ口町ほか13か所を、単県急傾斜

地崩壊対策事業で芦北町の滝の上地区ほか32

か所を予定しております。 

 次に、２段目のソフト対策事業でございま

すが、１億5,200万円余を計上しておりま

す。 

これは、土砂災害に対する警戒避難体制の

整備強化を図るための土砂災害情報マップの

更新を行うとともに、土砂災害特別警戒区域

外への住宅移転を促進するものでございま

す。 

  砂防課は以上です。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○上野建築課長 建築課でございます。 

 資料30ページをお願いいたします。 

 まず、１段目の建築確認関連ＤＸ推進事業

でございますが、900万円余を計上しており

ます。 

これは、建築確認申請における道路の種別

を図示した調査図を電子化することにより、

建築確認申請業務の効率化と県民の利便性の

向上を図るものでございます。 

 次に、２段目のくまもとアートポリス推進

費でございますが、1,000万円余を計上して

おります。 

これは、プロジェクト事業の推進や県内の

建造物を表彰する顕彰事業、建築塾等の開催

により人材育成等を行うものです。 

 最後に、３段目の建築物防災対策推進事業

ですが、500万円余を計上しております。 

これは、主に耐震診断が義務づけられた大

規模建築物等の耐震設計や改修費用に対する

助成などにより、民間建築物の耐震化を促進

するものです。 

 建築課は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

○折田営繕課長 営繕課でございます。 

 資料の31ページをお願いいたします。 

 県有施設保全改修費についてですが、４億

2,600万円余となっております。 

これは、総合庁舎等の県有施設につきまし

て、外壁改修やエレベーター改修などの小規

模な改修工事を計画的に実施し、長寿命化や

ライフサイクルコストの低減等、県有施設の

効率的な保全を推進するものです。 

  なお、新築工事や大規模な改修工事につき
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ましては、別途、各施設の所管課が予算要求

を行い、所管課からの施工依頼を受けて営繕

課で工事を実施しております。 

 営繕課は以上です。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○今福住宅課長 住宅課でございます。 

 資料の32ページをお願いいたします。 

 まず、１段目の高齢者向け優良賃貸住宅供

給促進事業費でございますが、予算額は、１

億2,400万円余となっております。 

  事業概要欄をお願いいたします。 

 これは、高齢者向けにバリアフリー化し、

生活支援サービスを備えた賃貸住宅を供給す

る民間事業者に対し補助を行い、高齢者向け

賃貸住宅の整備を促進させるものです。 

 ２段目の公営住宅ストック総合改善事業費

でございますが、予算額は、８億1,400万円

余となっております。 

  事業概要欄をお願いします。 

 これは、現在管理している県営住宅を有効

に活用するため、長寿命化を図るための外壁

改修など計画的な修繕等を行うとともに、室

内の段差解消など、良好な居住環境を確保す

るものでございます。 

 ３段目の空家等対策総合支援事業でござい

ますが、予算額は、600万円余となっており

ます。 

これは、空き家対策の専門家である空き家

利活用マネージャー等の活用など、市町村が

主体的に取り組む空き家対策を支援するもの

でございます。 

 住宅課は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

○楠本千秋委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いしま

す。 

 ただいまの説明について質疑はありません

か。 

 

○田代国広委員 15ページお願いします。 

 橋りょう補修事業についてですけれども、

日本全国で、高度経済成長時代に様々な道路

ができて、橋ができたんですけれども、それ

が寿命が来たといいますか、かなり老朽化し

ていて、極めて厳しい状況下に全国の橋梁が

あると思っております。そういったことで、

政府といたしましても、国土強靱化でやって

おりますが、今回のこの橋りょう補修事業24

億円ですか、これの財源の内訳はどうなって

いますか。 

 

○森道路整備課長 橋りょう補修事業につき

ましては、国からいただきます交付金事業

と、あと県の単費でします単県の橋りょう補

修事業がございます。交付金の事業につきま

しては――事業費ですね。すみません、失礼

いたしました。本年度につきましては、交付

金につきましては16億円程度の予算、単県に

つきましては７億円程度の予算で事業執行し

ているところでございます。 

 

○田代国広邦委員 その割合といいますか、

パーセントで言いますと、どういうふうに…

…。 

 

○森道路整備課長 基本的に、交付金事業に

つきましては、大規模な橋梁補修につきまし

ては、交付金で対応しているところでござい

まして、小規模な補修につきましては、単県

橋りょう補修費というところでやっていると

ころでございます。 

 

○田代国広委員 20ページの下水環境課です

けれども、合併浄化槽あたりがまだ使われて

おりますが、一般的には、公共下水道とか、



第２回 熊本県議会 建設常任委員会会議記録（令和４年４月27日) 

 - 11 - 

あるいは農村集落排水事業で多くの自治体が

取り組んで、合併浄化槽の比率、割合という

のはかなり少ないというふうに思っているん

です。実態はどうですかね、その辺のところ

は。 

 

○最上下水環境課長補佐 生活排水の処理に

つきましては、その地域の特性であったり、

土地の利用であったりということで、一番効

率的な方法を選定しているところでございま

す。 

 全体的な割合としましては、下水道が約70

％、あと集落排水、漁業と農業集落排水がお

おむね４％、残りの15％程度が合併浄化槽で

対応しているところでございます。 

 

○田代国広委員 農業集落排水４％ですか、

少ないですね。私の町では、公共下水道と農

村集落排水で、合併浄化槽はもう山間部のご

く一部が合併浄化槽を使っているところでご

ざいまして、もう少しやっぱり農業集落排水

が普及しているというふうに思ったんです

よ。４％という数字、私の常識では極めて少

ないもんですから。この辺りもう少し上げる

ような方針というか、考えというか、そうい

った点はいかがでしょうか。 

 

○最上下水環境課課長補佐 集落排水につき

ましては、現状では、今熊本県内で計画され

てるもの全てもう整備が整っておりまして、

現在、主な事業としては、老朽化した施設の

改築、更新っていうのがメインになっている

ところでございます。以上でございます。 

 

○田代国広委員 30ページ、アートポリス推

進費というのがありますが、アートポリス事

業というのは、以前の細川県政時代の目玉と

申しますか、そういった施策であったという

ふうに思いますし、実際、我が町もアートポ

リス構想を利用して、斬新なと申しますか、

そういった構造物を設計までやったんですけ

れども、首長が替わった途端に、それがなく

なったんですけれども、アートポリス構想が

まだ予算として、推進費として、果たして細

川さんが――やっぱり必要不可欠なものなん

ですかね。 

 

○上野建築課長 建築課でございます。 

 くまもとアートポリス事業につきまして

は、今委員がおっしゃられたように、1988年

から実施しておりまして、今既に30年以上を

経過している事業になっております。 

 こちらの事業につきましては、後世に残り

得る文化的資産ということで、様々な建造物

をこれまでも造ってまいりましたが、そのこ

とにより、県民の皆様の生活空間あるいはま

ちづくり、そういったものに対して関心を持

っていただくこと、それからそれを基に、い

ろいろな誇りといいますか、県民の誇りとい

いますか、そういったものを生み出す事業と

して活用できるんではないかというふうに思

っております。 

 せんだっての熊本地震の折にも、仮設住宅

団地での集会施設としてのみんなの家をたく

さん造りまして、そちらの空間は、非常に被

災された方々の憩いの場として活用されたと

いうふうに思っております。 

 こういった取組につきましては、国内もも

ちろんでございますが、海外でも取り上げ、

マスコミなどに取り上げられておりまして、

このことが、熊本県そのものをアピールする

よい機会になっているのではないかと思って

おります。 

 予算としては1,000万程度でございますけ

れども、この事業については、継続して進め

てまいりたいと思っておりますので、御理解

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○楠本千秋委員長 よろしいでしょうか。ほ

かに質疑ありませんか。 
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○本田雄三委員 23ページ、河川課の単県河

川海岸事業の(10)に河川環境美化推進とあり

ます。この項目に当たるかどうかはちょっと

分からないんですけれども、これは道路保全

にもかかるんですが、除草作業関係なんです

けれども、今から草が生い茂る時期に入るわ

けでありますけれども、度々地域の方々か

ら、県管理地の除草を速やかに行っていただ

きたいという要望が寄せられます。 

 この除草のされる計画といいますか、年１

回とか２回とかあるかと思うんですけれど

も、そこ辺りのお話を少しちょっと聞かせて

いただければと思います。 

 

○仲田河川課長 河川課でございます。 

 今お話がありました河川の美化事業でござ

いますけれども、これの主なものとしまして

は、いわゆる護岸の雑草処理であるとか、そ

ういうものでございます。 

 あと、委員御指摘のとおり、熊本のマイリ

バーサポートということで、そういった地域

の方、民間の方が川の清掃であるとか活動を

されておりますので、それの支援策として約

900万円ほどを用意しております。 

これは、各団体で年に何回とか、どこどこ

とかいう場所をお決めになって、そこで活動

をいただいているものでございますので、そ

れに対しての補助金であるとか保険費とか、

そういうものを支援したものでございます。 

 県としましても、ぜひこのマイリバーサポ

ートの活用をできるだけ広げていただきまし

て、河川の美化促進に尽くしていただきたい

というふうに思っております。以上でござい

ます。 

 

○本田雄三委員 マイリバーサポートは理解

しております。こういう方々でできない、言

うなら、のり面であるとか、ちょっと危険が

伴うところの除草作業等について、県の除草

計画なり、１年に何回かしていただけるのか

どうか、そこ辺りの具体性はいかがですか。 

 

○仲田河川課長 先ほど申しました護岸雑草

費ということで、約２億円の予算を県全体で

予算を計上しております。これで、その護岸

の雑草であるとかそういうのを専門業者に委

託をして清掃しております。 

 これは、基本的には、やはり草が生えてく

るとき、ちょっとこれから梅雨の前、夏にな

ると、そういったものと考えております。基

本的には、冬場のほうは枯れたりしますの

で、そういうことで、基本的に夏場の対応と

いうことでしておるところでございます。恐

らく年に１回程度の草刈りのほうをやってい

るところでございます。 

 

○本田雄三委員 今、年１回ということでご

ざいました。年１回では、やはり散歩をされ

たり、いろいろされる中で非常に危険が伴う

ところについては、背丈以上に草が伸びてい

るところも見受けられますので、１回と言わ

ず、やはり安全確保のためにも、そこ辺り

は、柔軟性を持った、言うならば、応援をし

てあげるべきではなかろうかというふうに考

えておりますので、よろしくお願いをしたい

と思います。 

 

○仲田河川課長 護岸堤防につきましては、

河川の監視であるとか、そういうものをして

おります。 

委員御指摘のとおり、草の繁茂であるとか

危ない場所とかございましたら、そういうの

を適切に維持管理するように努めてまいりた

いと思っております。以上でございます。 

 

○楠本千秋委員長 よろしいでしょうか。ほ

かにありませんか。 

 

○坂田孝志委員 全体的な話でもいいです
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か、これ以外でも。 

 国のほうで経済対策とか物価高対策で６兆

円を超えるような予算編成がされるような見

込みだと聞いておりますが、土木としては、

どのようなことを要求されておられますでし

ょうか。 

 

○森山監理課長 監理課でございます。 

 すみません、ちょっと私のほうで全く把握

をしておりませんで……。 

 

○坂田孝志委員 先週だったかな、県も要望

を出しておられるでしょう。要するに、燃油

が高いでしょう。現場でも困ってるもんな。

それと、生産、建築資材、そういうの高騰あ

りますからですね。やっぱりこういう折に

は、そういうようなこともやはり申し上げ

て、予算を確保して、工事に絡んできますか

ら、そういうのも不調、不落にも絡んできま

すから、やっぱり現場の事業が進む上では、

十分な予算を確保して、その辺の事業執行額

を決めて、そして受注していただくというこ

とをやっぱり努力すべきですよ。知らないで

はどうするか、おい。 

 

○伊東土木技術管理課長 資材単価の視点で

ございますけれども、これは、今年度になっ

て、４月になってからでも、いろいろ単価に

ついて、市場の実態を反映した適正な単価と

いうことの要望が上げられているんですけれ

ども、国に対しましては、我々、できる限り

そういった最新の単価、積算基準を予定価格

に反映する努力はしておりますけれども、さ

らにタイムラグが生じないように、議員が言

われました原油価格高騰に伴うエネルギー価

格が上昇していることを踏まえた、今後市場

の実態を反映した適正な予定価格等の設定が

可能となるようなことの要望は行ったところ

でございます。 

 

○坂田孝志委員 行ってますか。要望はして

ますね。 

 

○伊東土木技術管理課長 しているところで

ございます。 

 

○坂田孝志委員 これをぱっと何か見たとき

に、農政関係は結構あったような気がするけ

どな。 

 

○伊東土木技術管理課長 資材関係も、一応

国土交通省のほうに要望させていただいてお

ります。 

 

○坂田孝志委員 大いに予算を確保して、土

木行政の推進につなげていただけるように努

力していただきたいと思います。 

 

○楠本千秋委員長 よろしいでしょうか。 

 ほかにありませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○楠本千秋委員長 なければ、これで質疑を

終了します。 

 それでは、これをもちまして第２回建設常

任委員会を閉会します。 

  午後２時51分閉会 
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